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研究をまとめたもので 7 章より成り立っている o
第 l 章では，超仕上げ加工の現状を明らかにし， CBN 砥粒を用いた砥石の必要性，および問題点について述べて
いる。
第 2 章では，砥石の基本となる機械特性(硬さ，曲げ強度)測定と号|っかき試験を多種の砥石で行い， CBN 砥石
が優れた切削性能を有することを示している o











的到達限界を検証しているo その結果，仕上げ面組さは従来にない微細な砥石圧力の変化で制御でき， 0.01μm Ra 
以下の鏡面も達成できることを明らかにしている o















4) これらの解析をもとに CBN 微粒超仕上げ砥石の有効利用法として，新しく低圧仕上げ法を提案しその可能性を
実証している。
以上のように本論文は，機械部品の高精度高能率仕上げ法としての CBN 超仕上げ法に関し，現象理解の体系化，
新しい可能性の提示を行うなど，多くの有益な知見を得ており精密加工学に寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める O
??? ?
